
第
六
一
回
体
育
大
会

体
育
大
会
は
今
年
か
ら
九

月
第
一
週
と
な
り
、
生
徒
た

ち
は
準
備
等
に
夏
休
み
か
ら

励
ん
で
き
ま
し
た
。
競
技
の

部
で
は
、
各
学
年
の
学
級
対

抗
リ
レ
ー
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

。

リ
レ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

中
で
も
、
百
足
競
争
で
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
保
護
者
の
方
々
も
参

加
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
名
物
の
エ
ッ
サ
ッ

サ
で
は
、
一
・
二
年
生
の
部

活
動
生
と
希
望
者
が
力
の
こ

も
っ
た
演
技
を
披
露
し
、
観

衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
応
援

合
戦
で
は
、
各
色
が
個
性
あ

ふ
れ
る
演
技
で
観
衆
よ
り
割

れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
を
頂
き

ま
し
た
。
体
育
大
会
の
大
成

功
に
生
徒
た
ち
は
大
満
足
で

し
た
。

９
／
６

伝統を作るのが我らの伝統 勝利をめざして最高のプレー

四
回
目
と
な
る
自
由
工
作
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
四
一
名
と
そ

の
保
護
者
が
工
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

各
学
科
の
テ
ー
マ
は
、
機
械
科
「
金
属

を
溶
か
し
て
オ
ブ
ジ
ェ
を
つ
く
ろ
う
」

電
気
科
「
モ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
動
く
お

も
ち
ゃ

、
電
子
科

」

「

電

子

ロ
ボ

・
カ

ー

、
建
築
科
「
携

」
帯
腰
掛
け

、
土
木

」

科
「
は
し
と
マ
ジ
ッ

ク

。
ど
の
科
も
好

」
評
で
し
た
。

夏
休
み
自
由
工
作
教
室
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中
学
生
一
日
体
験
入
学

。

三
二
校
二
七
八
名
の
中
学
生
が
参
加

皆
、
楽
し
く
体
験
で
き
た
よ
う
で
す
。

「
進
路
選
択
の
上
で
と
て
も
参
考
に
な

っ
た

「
工
業
技
術
っ
て
ス
ゴ
イ
な
ぁ
と

」

思
っ
た

「
ど
の
部
活
動
も
一
生
懸
命
練

」

習
し
て
い
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
多
く。

い
た
だ
き
ま
し
た

今
回
、
中
学
生
の

皆
さ
ん
が
体
験
し

た
実
習
は
ご
く
一

部
で
す
。
も
っ
と

多
く
の
こ
と
を
本

校
で
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。 ７

／
29

体育大会の結果
○競技の部

１位：紫組(電気科)
２位：桃組(機械科１組)

○応援合戦の部
１位：桃組(機械科１組)
２位：赤組(機械科３組)

○学年別学級対抗の部
１年：紫組(電気科)
２年：赤組(機械科３組)
３年：紫組(電気科)
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本
年
度
よ
り
、
広
報
活
動
の
一
環
と
し

て
学
校
だ
よ
り
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

末
永
い
お
付
き
合
い
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

発

行

に

当

た

っ

て

三
年
生
と
そ
の
保
護
者
が
中
心
と
な
り
、
野
球

部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
職
員
の
総
勢
三
六
〇
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
夏
場
の
暑
い
最
中
、
汗
を
流
し
な

が
ら
雑
草
を
払
い
、
一
生
懸
命
に
な
っ
て
清
掃
に

励
み
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
作
業
後
は
、
気
持

ち
の
良
い
き
れ
い
な
校
内

と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

満
足
そ
う
な
顔
を
し
て
い

ま
し
た
。
参
加
を
さ
れ
た

方
々
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。

Ｐ

Ｔ

Ａ

清

掃

活

動

８
／
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(
)

(
)

顧
問
・
山
下
美
年

土
木
科

、
又
木
一
弘

理
科

(
)

(
)

古
賀
泰
治

機
械
科

、
中
野
賢
二

機
械
科

(
)

主
将
・
中
村
修
三

機
械
科
二
年
・
鹿
屋
東
中
出
身

創
部
は
昭
和
四
三
年
で
、
こ
れ
ま
で
に
シ
ン
グ
ル
ス

カ
ル
全
国
優
勝
、
フ
ォ
ア
全
国
三
位
な
ど
の
実
績
が
あ

り
ま
す
。
活
動
方
針
は
、
部
員
全
員
が
協
力
し
あ
っ
て

輝
い
て
漕
ぐ
（
輝
漕
）
で
す
。
練
習
場
所
は
大
隅
湖
漕

艇
場
で
、
現
在
は
二
年
生
六
名
と。

一
年
生
九
名
で
活
動
し
て
い
ま
す

今
年
の
県
高
校
総
体
で
は
、
ク
オ

ド

ル

プ

ル

四

人

ス

カ

ル

・

ダ

ブ

(
)

ル
ス
カ
ル
・
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
の

男
子
全
種
目
に
優
勝
し
、
全
国
高

校
総
体
と
九
州
高
校
総
体
に
出
場

し
ま
し
た
。
ま
た
、
九
州
国
体
で

鹿
児
島
選
抜
ク
オ
ド
ル
プ
ル
が
三

位
に
入
り
、
本
校
か
ら
三
年
生
四

名
が
本
国
体
に
出
場
し
ま
し
た
。

部
活
動
紹
介
（
ボ
ー
ト
部
）

建
築
は
住
宅
か
ら
大
規
模
な
建
築
物
ま
で
を
設
計
・
建
築
・

管
理
す
る
仕
事
で
、
そ
の
職
種
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
こ
の
仕

事
は
、
人
の
財
産
、
命
ま
で
に
も
関
わ
っ
て
く
る
責
任
あ
る
も

。

、

、

の
で
す

さ
ら
に

街
づ
く
り
や
都
市
計
画
に
も
深
く
関
わ
り

環
境
問
題
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

と
い
う
点
で
、
こ
れ
か
ら
の
地
球
を
作

っ
て
い
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
仕
事
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
建
築
科
で
は
、
こ
れ

ら
の
業
務
に
適
応
出
来
る
技
術
者
と
し

て
の
基
礎
知
識
の
修
得
と
、
人
間
性
豊

か
な
人
材
育
成
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

各

学

科

紹

介
（

建
築
科

）

ご不明な点については右記へ連絡してください 【県立鹿屋工業高校 教務係 Tel 0994-42-2165】

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
同
好

会
の
活
動
の
一
環
で
あ
る
『
浜
田
海
岸
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
恒
例

の
行
事
も
今
年
で
二
〇
回
目
。
毎
年
多
く
の
生
徒

が
参
加
し
、
今
年
も
運
動
系
部
活
動
生
を
中
心
に

二
〇
〇
名
が
、
鹿
屋
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
や
浜

田
町
内
会
の
方
々
と
一
緒

に
清
掃
活
動
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。
約
一
時
間
半
の

作
業
で
海
岸
は
き
れ
い
に

な
り
、
生
徒
た
ち
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ゴ
ミ
に

つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

浜
田
海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

９
／
13
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● ●● ●● ●● ●８月・９月・10月の主な行事

８
月
行
事

日

木

出
校
日

（

）

21

日

金

夏
休
み
自
由
工
作
教
室

（

）

22

日

(

日)

Ｐ
Ｔ
Ａ
清
掃
活
動

24９
月
行
事

１

日

月

始
業
式
・
大
掃
除
・
風
紀
検
査

（

）

６

日

(

土)

第

回
体
育
大
会

61

７

日

日

第
三
種
電
気
主
任
技
術
者

（

）

９

日

火

実
力
考
査
（
～

日
）

（

）

11

日

水

統
一
Ｌ
Ｈ
Ｒ(

文
化
祭)

（

）

10

日

金

自
転
車
車
体
検
査

（

）

12

日

(

土)

浜
田
海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

13

日

火

教
育
相
談
（
～

日
）

（

）

16

25

日

水

統
一
Ｌ
Ｈ
Ｒ
（
交
通
）

（

）

17

日

金

基
礎
製
図
検
定

（

）

19

日

月

科
朝
礼

（

）

22

日

(

水)

統
一
Ｌ
Ｈ
Ｒ
（
い
じ
め
）

24

日

(

月)

全
校
朝
礼

29

月
行
事

10４

日

土

数
学
検
定

（

）

５

日

(

日)

第
一
種
電
気
工
事
士(

筆
記)

６

日

月

全
校
朝
礼

風
紀
検
査

（

）

日

(

水)

中
間
考
査
（
～

日
）

15

17

日

金

単
車
実
技
講
習
会(

１
・
２
年)

（

）

17

日

土

英
語
検
定
（
１
次
）

（

）

18

公
務
員
模
試(

１
・
２
年)

日

月

科
朝
礼

（

）

20

日

(

火)

現
場
実
習

21

(

土
木
科
２
年
・
～

日)

23

日

日

２
級
土
木
施
工
管
理
技
術
検
定

（

）

26

日

(

月)

全
校
朝
礼

芸
術
鑑
賞
会

27

日

(

金)

先
輩
の
話
を
聞
く
会

31

工
友
祭
（
文
化
祭
）
準
備

※

月
１
日(

土)

第

回
工
友
祭(

文
化
祭)

11

42


